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「それでこそロータリー」

会　長　沖 野 　 満会 長 挨 拶

ソングリーダー　野 田 和 正唱 和

会　長　沖 野 　 満点 鐘

副会長　瀧 本 　 守来訪者紹介

風薫る季節になってきました。
そんな中、本日は大変おつかれの
所夜間例会に大変多数の会員の
皆様方の参加をいただきました
事、大変感謝申し上げます。又先
週の例会終了後において新・旧委

員長会議に出席していただきました方々、ありが
とうございました。欠席されました旧委員長の方
は次年度の委員長あてに文章にて申し送り事項、
継続事業、今年度の資料等を作成してお渡し下さ
います様よろしくお願い致します。
さて、今週の４月27日（金）に尾張中央ロータ

リークラブのゴルフ大会が開催されます。会場
は富士カントリー可児コースで行なわれます。
出席される会員の皆様頑張ってプレーをして下
さい。尚、ゴルフ会の辻会長、お骨折り大変御苦
労様です。27日よろしくお願い致します。
本日ゲストとして酒井良明君をお招きいたし

ました。後程紹介させていただきます。酒井君は
西春町商工会、青年部長をされた方です。つまり
私の後輩であります。ロータリークラブの雰囲
気を体験していただく為にご招待させていただ
きました。会員の皆様よろしくお願い致します。

ゲスト：酒井良明様（酒井建材）

オリックス銀行は３月22日、配偶者に内緒に
している預金を含む「へそくり」に関するアン
ケート結果を発表した。30代では妻が夫の約2.7
倍に上るなど、20代を除いた全年代で、妻のへ
そくりが夫を上回った。同行は「女性がしっかり
貯めていることが数字ではっきりした」と分析
している。
アンケートによると、へそくりをしている夫

は64.3％で妻が69.0％でほぼ同水準。へそくり
が最も少なかったのは30代の夫で平均約46万
円。これに対して30代の妻は123万円だった。40
代では妻が約125万円で、夫は99万円。50代、60
代以上でも妻が夫を上回った。20代では、夫が
81万円で妻の79万円をわずかにリード。全体で
は夫の120万円に対し妻は170万円と大きく突き
放した。
へそくりを始めたきっかけは、夫婦ともに「自

分のために」が最多。２番目に多かったのは夫が
「臨時収入があったので」、妻は「将来に不安を感
じて」だった。アンケートは昨年12月にインター
ネットを通じて実施し、全国の20歳以上の既婚
男女2091人から回答を得た。

2012年４月25日　第１３５３回　例 会

司　会　　会場委員長　松 尾 晋 吉

雑  誌  月  間

次回のお知らせ　　（５月16日）

卓　話

「ライラセミナーに参加して」

（1355回）

本日のお知らせ　　（５月９日）

クラブ・アッセンブリー

第11回定例理事会（例会終了後）

会場／北名古屋商工会館

（1354回）



「尾張中央ＲＣゴルフ会」の様子は
ホームページでご覧いただけます。
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委員長　鈴 木 雅 貴ニコボックス

委員長　森 川 洋 司出 席 報 告

会員数：35名 出席数：26名 出席率：83.8％
第1351回（前々回）　修正出席率：80.6％
メーキャップ
熊澤君（第５回資金推進委員会）
平岩君（一宮中央ＲＣ）
超過メーキャップ
熊澤君（第５回Ｒ財団全委員会）

第1353回（本日計）　　　　　  5,000円

合　　　　　計　　　　　1,552,000円

幹　事　熊 澤 勝 則幹 事 報 告

１．ゴールデンウィーク事務局休みの件
　　４月28日（土）～５月６日（日）
２． ５月２日（水）　休会
３．健康診断

５月末日迄に事務局へ診断書と領収書を提
出して下さい。

◆持回り理事会報告
　吉田透君より病気療養の為、４月25日～５月
末日迄の休会届が提出されました。…承認

☆誕生日祝福
（会　員）　　　
４日 濱島昭治君
５日 山下隆義君
９日 堀尾明史君

平成24年５月のお祝い

（会員夫人）　　　
３日 藤岡華代さん
10日 毛利和子さん

☆結婚記念日祝福
５日 堀尾明史君・保江さん
５日 野田和正君・弘子さん
６日 西村利夫君・陽子さん
８日 沖野　満君・真弓さん
24日 平野弘康君・明枝さん
25日 太田吉宣君・清美さん
30日 平岩慎次君・和子さん

☆在籍表彰
片山　進君（17年）

委　員　会　報　告

環境保全委員会　冨田昭雄君

５３０（ゴミゼロ）運動参加の予定は５月24日
となっておりますが、詳しくは後日もう一度
お知らせ致します。

ロータリー情報委員会　住川誠一君

「名取市閖上地区を訪問して」
仙台空港から北へ20分くらいのところにそ

の閖上地区はあります。
門がまえに水と書いて閖上と読むそうで、

なんとなく津波を連想させる地名ですが、北
に名取川、東を太平洋に囲まれた海抜数メー
トルの閖上地区は、本来はよその家の間取り
まで知っているようなみんな仲良く暮らして
おられた土地だったそうです。
太平洋から１キロくらい入ったところに高

さ10メートルくらいの50人くらいが上がった
ら一杯になる、日和山があり、そこに亡くなっ
た方の慰霊碑がお祀りしてありました。
上から望むと九之坪くらいの在所が一望に

見渡すことができます。もとは家が密集して
いたそうですが目に見えるのは、唯一お寺と
閖上中学校くらいで平坦な土地がえんえんと
続いております。ここに800人の方の暮らし
があったことがどうしても実感できません。
地元の方がおられ、お話をさせていただき

ましたが私はここで遊んでいたんですとほろ
ほろと大粒の涙を流され、もらい泣きをして
しまいました。
１割の80人もの方がここで犠牲となられま

した。
続いて閖上中学校を訪れると入口に亡く

なった生徒さんの名前を刻んだ慰霊碑が設け
てあり、14人の生徒さんが亡くなったことが
わかります。お父さんお母さんは、奈良がお
好きだったのでしょうか、明日香さんのお名
前も見ることができます。
廊下に入ってみると胸のあたりまで水が来

たことがわかる汚れがついていました。時
計は14時46分を指したまま、時が止まってし
まった感じがありました。
校庭には大きな船が３痩うちあげられたま

ま手つかずで残っております。唯一がれき処
理の工場のみが稼働しており震災の象徴のよ
うに思えました。
般若心経を日和山供養塔と閖上中学校の２

か所で上げさせていただき少し気が楽になり
ました。いよいよ人間の無力さを感じる訪問
となりました。

　　　　　平成24年４月21日～ 22日

沖野君　酒井君、これからよろしくお願い致し
ます。

松尾君　先日の新旧委員長会議、堀尾君、皆様
御苦労様でした。本日が結婚記念日なのです
が、父なしの食事会を開くとのことです。


